
尾道市立瀬戸田小学校

改善計画

7月 1月

○瀬戸田小学習モデル（学びのすすめ）の実践
と毎月末評価・改善

○瀬戸田小学習モデルの月末学級評価の全校平均
80％以上（担任評価・授業研・授業観察評価）

　

80% 75% 87% 109% A

○毎月，生活点検表をつけていくことで意識できるようになった。
○立腰については，椅子にテープを貼ったり担任の声かけなどをし
たりすることで少しずつではあるが達成率は伸びている。
●立腰の姿勢で学習することが最も達成率が悪い。
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○授業中の児童の姿勢・発表する力などついてきている。
○学校・家庭がひとつになり、目標が達成できるように声かけをして
いくことが、達成への近道になると思います。「継続は力なり」のこ
とわざの如く指導していくことが、大切である。

・瀬戸田小学習モデル「学びのすすめ」につい
て全教職員で確認して意識統一するとともに，
保護者にも周知する。
・８項目から６項目に減らし学期ごとに重点目
標を決めて指導していく。

芸術教育の
推進と創造

○図画工作科におけるポートフォリオ評価の実
施

○児童が行う自己評価及び担任評価における肯
定的評価の割合80％以上

80% 95% 94% 118% A

○自己肯定感が持てるような授業内容を工夫した結果，自分の伸び
を感じる児童が増えた。
○地域の美術館等との連携で児童が本物に触れる機会をもつことで
鑑賞に喜びを感じる児童が増えてきた。
●思いを言葉に表すことができにくい児童への個別指導が必要であ
る。
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○図画工作科に於けるポートフォリオ評価が本物になってきているよ
うに思う。
○自己肯定感を持つことにより、自分に自信がつき、意欲も高まり、
目標に向けてさらに頑張るでしょう。教師は児童の活動をしっかり把
握し、自己肯定感につながるように誉めることを常に意識してみつけ
ることに専念していただきたい。

・ポートフォリオについての研修を行い内容を精選し
て開発していく。
・肯定的評価をしながら授業を進めていく。

生活規律の定着

○生活習慣４項目（時刻時間・挨拶返事・無言
清掃・聴く聞く）の重点週間取組と毎月始評価

○生活習慣４項目のアンケートの全ての項目で
80％以上

80% 38% 75% 94% B

○生活習慣については，指導する側が意識することにより児童の意
識が変わり自己評価が高くなった。教職員と児童が取組を再確認す
る意味でも，月始めの生活習慣アンケートは有効であった。
●指標が児童の自己評価であるため，教職員による客観的な評価も
取り入れる指標のあり方を工夫する。
●教職員のいるところではできるが，場所や状況が変わればできな
い児童が多く，学校文化として習慣化するまで，指導を徹底してい
く。
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○各家庭での教育も重要な要素であるので、その辺も何らか
の形で保護者に意識付けする必要があるのではないか。
○生活習慣４項目「時間」「挨拶」「掃除」「聴く」を重点
的に身につけることができればすばらしいと思う。

・しゃべったらやり直し，私語がなくなるまで話さな
い等の取り組みを全学級が徹底し，どの教職員もぶれ
ずに指導することで習慣化を図る。
・重点生活習慣や生徒指導規程について，なぜ必要な
のか，意義をきちんと理解させ，自主的な行動を啓発
する。
・朝会や教室移動の予定などを明確にし，児童に見通
しを持たせて，自発的に行動できる支援をする。

生徒指導体制の
充実と推進

○いじめ・不登校の早急把握・迅速対応・具体
指導・記録の実施

○生徒指導体制としての毎月末評価・いじめア
ンケート年間2回実施(6月・10月）
（アセス） 100％ 100％ 100％ 100％ A

○問題行動や課題のある児童の取り組み経過について，学年毎の個別
指導ファイルに綴り，月末に管理職が確認する体制を整えた。早期対
応，報告・連絡・相談の指導体制が整ってきた。
○いじめアンケートに書かれた内容について，個別の面談をするなど
の対応を行い，課題を生徒指導委員会で共有した。また，個別支援や
複数指導の体制づくりを進め，学校全体として課題解決に向けた意識
統一を図った。
●個に課題のある児童に対する支援については，配慮をしていく必要
がある。
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○学年毎の個別指導ファイルに綴って、早期対応、『報告・連絡・相
談』の指導体制に取りくまれていることに安心しました。
○児童の問題行動や個々の児童の課題に対して，教師集団が工夫して
早期発見・早期指導が大切にされている。指導体制が適切である。
○先の会議での不登校に関する学校側の説明は、非常に曖昧な説明で
あったように思います。特定のこどもに係る説明を求めている訳では
ないので、しっかりと説明し情報を共有する必要があったと思いま
す。

・取組の進捗管理や，管理職への報告について，学年主
任が自覚を持って行う。
・月一回の生徒指導委員会で，課題のある児童に関する
連携を徹底し，「誰」が「いつ」「どのように」を意識
して取組をマネジメントしながら対応策を改善する。
・スクールカウンセラーやＳＳＷを活用し，課題のある
児童について，保護者と学校，関係機関等の連携を密に
しながら，具体的な対応策を作成することで改善を図る
必要がある。

体力つくりの推進

○新体力テストに見られる課題に対する取組の
推進

○記録が向上した児童の割合80％以上

80% 79% 99% B

○重点課題であった「反復横跳び」「ソフトボール投げ」の記録に
おいて，それぞれ86％，71％の児童が向上した。
◯体育的行事を目標にし，体育朝会や日頃の体育で多くの児童が意
欲的に活動できた。
◯素早い動き・投力に関わる運動を，教職員が体育科の中で意識し
て実施することができた。
●児童に自身の重点課題体力をしっかりと把握させ，その向上に向
けて取り組もうとする姿勢を身につけさせることができていない。
●体育科授業の質的向上を目指す必要がある。
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○学年により、達成値に差が見られます。教職員の指導力により結果
が表れることは、残念です。指導力の向上を期待します。
◯最近の児童には、背筋力（投）と柔軟性が不足している。外で遊ぶ
時間の確保が重要だと思う。

・重点体力課題を職員がより強く共通認識し，今後の
取組を進める。
・体育科授業の質的向上に向け，教員が，情報交換が
できる方策を考え，実施する。
・校内に自然に体力つくりを促せるような環境づくり
をする。
・児童自身が重点体力向上に向けて意欲的に取り組め
るように，意識付けをしたり，環境づくりを進めたり
する。

○服務研修・不祥事防止委員会の計画的実施 ○月１回以上実施と不祥事発生数０

100% 100% 100% 100% A

○不祥事に関する研修資料を用いて服務研修を職員朝会や暮会等で
行った。具体的な事例を知ることにより，自分のこととしてとらえ
ることができた。
●服務規律研修を定例化できていない。
○不祥事防止委員会は毎月第１火曜日の学校評価プロジェクト会議
に位置づけて行い，現段階で不祥事０を達成している。
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○「なんでも言える教室」「なんでも相談できる職員室」の風土を期
待します。
○先生の発言に関して、こどもたちとの信頼関係を損なうような言動
は現に慎み、こどもたちが納得できる発言と行動により、しっかりと
した信頼関係を築くことが大切であると考えます。結果、こどもたち
はしっかりと先生の方に心を向け、相乗効果で学力や行動態度も向上
すると思いますのでよろしくお願いします。
○不祥事防止委員会の活動が充実するほど発生を抑止する確率は高ま
ると思うので，この活動を大切にしたい。

・今後も不祥事防止委員会の計画実施を進め，不祥事
０を継続する。
・服務規律研修を月行事に組み入れ，毎月最終金曜日
には確実に行う。研修の担当を各分掌に振り分け，研
修内容を工夫することで，不祥事を自分のこととして
捉えるようにできるようにする。
・教師どうしのコミュニケーションを密にし，仕事上
の悩みなどを互いに出し合える職員室の雰囲気づくり
に努める。

○児童アンケート・保護者アンケートの実施 ○アンケートの学期１回実施
（6月，11月）

100% 50% 100% 100% A

○保護者・児童対象の，いじめのアンケートを11月に実施した。
提出されたものを速やかに開封し，担任が保護者連携や児童との面
談を早期に行い,課題の解決に向け取り組んだ。
●アンケートの内容だけでは，児童の実態を十分把握できていると
はいえない。
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○アンケートに書けない児童や書きづらい児童のことをふまえて日ご
ろから、アンテナをしっかり張って対応をしていただきたい。
○集団生活の中ではいじめが芽生えやすいので，教師の見抜くセンス
が早期発見につながると思う。

・教師が，いじめは絶対に許されないことだという認
識を常にもち，児童の様子をしっかりと見ていく。少
しでも気になることがあれば，学年や教職員で交流
し，早期に取組を行うようにする。
・児童とのコミュニケーションを積極的に図り，児童
が教師に相談しやすい雰囲気をつくるようにする。
困ったことがあれば，だれに相談すればよいかを知ら
せておくことも必要である。

積極的情報発信
・連携

○学校・学年通信とホームページによる情報発
信・広報

○学校・学年通信，月１回以上配布とホーム
ページ毎月１回更新

100% 69% 87% 87% B
○学校・学級通信は，月1回配布することができた。
○ホームページは，11月以外は更新をすることができた。
●ホームページの更新を全ての教職員ができるような体制ができて
いない。
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○学校だよりが回覧板で見られて、各地域に学校のようすがわかり、
「開かれた学校」になりつつある。ありがとうございます。
○学校のホームページは，できるだけ月1回のペースで更新すること
が望ましいし,教師が手分けして平易な言葉で「知・徳・体」に分け
て発信してみるのもおもしろいのではないか。

・毎月末をホームページ更新の日と位置付け，月1回
の更新を確実に行うことを通して「開かれた学校」づ
くりに努める。
・「学級便り」のページを新設し，さらに具体的に学
校の様子が伝わるようにする。

　

　【自己評価　評価】
　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正でない。ハ：わからない。

瀬戸田小学習規律・
基礎学力の定着

不祥事０の取組

○早寝・早起きの定着に向けた取組。 ○ノーテレビデーで目標を達成した児童の割合
80％以上。

64%

○国語科・算数科における授業改善と毎月末評
価・改善

平成 ２７ 年度　    学校評価表

ａ ミッション

自己評価 学校関係者評価評価計画

370%

　　

心身の健康や，体力の向上
を図る教育活動の推進
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◯早寝・早起きは、家庭での取り組みと協力が不可欠であり全てであ
る。したがって、保健だより「すこやか」による情報発信は地道に続
ける必要がある。併せて、保護者が寄る機会に直接話をする回数を増
やし、理解と実践をお願いする。早寝ができない要因は家庭の事情も
あるが、保護者の意識改革と実践の意欲である。引き続き、親子に早
寝・早起きの意識付けを継続することが必要である。
◯夜型の児童が多い中、朝方の子どもにするには家庭との連携が欠か
せない。早寝・早起きは是非定着させたい。

安心・安全な学校づくりの
推進

健
や
か
な
体
の
育
成

B96%

k 二次評価

e 評価指標

基本的生活習慣の定
着

h

達

成

度

お互いを尊重し，自ら考え
て進んで行動ができる子ど
もに育てる生徒指導体制の
確立

ロ

絵と歌声にみちた，美しい瀬戸田小学校　　～地域に誇れる，地域が誇れる，地域を誇れる学び舎～

確かな学力の育成と　芸術文化の創造
①学校体制として一貫した方向性・組織性・計画性の基で運営に努める学校　②基礎的な学力と学びの意欲を高めていく学校

確
か
な
学
力
の
向
上
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b 中期経営目標
i

評

価

B
「学びと育ちの連続性」を
基盤に確かな学力の定着を

図る教育活動の推進

ａ ビジョン
③潤いと規律の中で基本的生活習慣を定着させていく学校　　　　　　　　　　④地域の学習環境や教育力を活用し，保護者や地域とともに歩み，信頼される学校

イg 達成値

f

目

標

値

70%

g 達成値

80%

m 改善案

○保健だより「すこやか」により，早寝の集計結果の報告と，早寝
をすることの効果を伝えた。
●取組を進めても，早寝の結果の向上が見られない。
●早寝ができない要因の把握ができていない。

88%

○学習規律が児童によく浸透してきている。
○文章を読み取る力「読解力」を高めるには、読書に親しむ時間を意
識して取り入れていくことで、論理的に文章を分析し、解釈する力が
つくと思います。立ち止まって考える時間が、必要だと思います。
○反復練習が効果的な科目については今後も積極的に実施する必要が
ある。考える科目については、どこで間違えたのか、何の理解が足り
なかったのかをその都度児童本人に認識させて次のステップに進めて
いくことができるような取組ができればいいと思います。

○国語科・算数科の学期末テストにおいて85点
以上の児童の割合80％以上
（学期末）

○繰り返し練習することで漢字は８５点以上の児童の割合が８３％
と定着してきた。テスト実施後，各学年で学期毎に課題と改善点を
話し合い，チャレンジタイムなどで実施できた。
●文章を読み取る力が付いていないので，算数の問題では正しい立
式ができていない。

80%

・今後も児童・家庭への早寝の効果を強く呼びかけ，
生活習慣の確立に対する意識付けをしていく。
・児童アンケートや懇談会における質問等を通して，
早寝ができていない要因を把握する。
・早寝ができていない要因となっていることに対して
効果的な指導をしていく。
　
例　要因：スマホゲームやラインに熱中して，寝るの
が遅 くなっている。
　　指導：情報モラル教育をすすめ，児童が問題に気
付き，自ら対応していける力を養う。

77%

・計算ミスがないように集中して授業に取り組
める学級づくりをしていく。
・見直しのやり方（確かめの方法・やり直しを
するなど）を指導していく。
・家庭学習に計算問題だけでなく文章問題の課
題も出したり，復習問題も織り交ぜたりしてい
くようにする。


